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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、中国の経済体制改革の中で、社会保障制度（とりわけ公的医療保険制度）の改革に関わる諸問題
に焦点をあて、中国経済の市場化、国有企業の民営化の進展にともなって、政府がどのような医療保険政策を
採ってきたか、また、その医療保険政策がどのような問題を抱えているかを検証し、さらに中国における公的
医療保険制度のあり方と今後の問題解決の方向を明らかにすることを目的としている。 
 本論文の各章の要旨は、以下のとおりである。 
 第１章では、公的医療保険制度の３本柱といわれた公務員を対象とする「公費医療制度」、都市部住民を対象
とする「労保医療制度」及び農村部住民を対象とする「農村合作医療制度」の形成過程と、この３つの制度の
財源、実施方法、給付基準、運営主体、管理方法の差異について解明した。 
 第２章では、計画経済体制における公的医療保険制度の創設理念、特徴およびその役割を分析した。建国当
時の公的医療保険制度は、政府が全面的に介入し、直接的に管理、運営する国家保険制度であった。その後、
文化大革命の影響をうけ、「国家保険」から「企業保険」に変貌し、それまで国が果たしてきた責任を個別企業
に押し付け、社会保険的機能は後退したことを明らかにした。 
 第３章では、経済体制の改革の下で、旧公的医療保険制度の市場経済化における不適合性を摘出し、旧制度
の改革の必要性を明らかにするとともに、経済体制の改革に適合する公的医療保険制度の理念と役割の再構築
の過程を分析した。 
 第４章では、都市部における新型公的医療保険制度である「基本医療保険制度」（1998年）の体系と仕組みに
ついて詳しく検討した。社会統括基金と個人医療講座の意義と特質を論じた。 
 第５章では、農村部の公的医療保険制度の現実に焦点を当て、歴史的変遷と問題点について考察し、中国の
市場経済体制における農村部の公的医療保険政策の立ち遅れを検証した。 
 第６章では、事例による地域格差を検証した。具体例として上海と青島の２つの都市を取り上げ、盲腸で手
術・入院した場合の自己負担額を試算した。それによると、自己負担額は、一般的には上海の方が金額的に高
いが、所得に対する倍率では、むしろ青島の方が高くなっていた。それは、経済発展の水準の高い地域ほど、
地方財政は豊かで、医療・保健サービスに対する財政支出も高いので、患者の自己負担の割合を低くすること
ができることを示すものである。 
 第７章では、「高齢者医療保険制度」の問題をとりあげ、最も高齢化が進んでいる上海市における高齢者を対
象にした公的医療保険制度の医療給付水準と医療費用の分析を通じて、高齢者医療保険制度改革の実態を明ら
かにした。 
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 第８章では、医療供給体制における自由競争の導入状況を分析し、独立採算制を強いられた医療供給機関は、
政府からの財政援助が充分に得られず、経営を維持するために投薬と高度先進的診療サービスに依存せざるを
得ず、医療費が増大する問題状況に陥っていることを明らかにした。 
 第９章では、市場経済体制改革の下で「医療に対する国の傾斜的財政投入」、「公衆衛生・医療提供体制の独
立採算性」および「医療・保健の公平性」の３つの視点から、SARSの流行を阻止できなかった中国における公
衆衛生部門の危機状況と医療保険政策の問題点と課題について検討した。 
 終章では、本研究の総括を行い、公的医療保険制度改革の問題点と今後の中国の公的医療保険制度改革のた
めの論点整理し、その改革方向について考察した。最大の問題点は、都市と農村、地域間、産業間、年齢階層
間に格差が存在することであり、そのような不均衡な条件の下で市場化や個人の責任を強調することにより新
たな問題が発生していることである。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、つぎの諸点で独創的な意義を有するものと評価できる。 
 第１に、わが国において未だ中国の公的医療保険制度に関する研究が少ないなかで、先駆的な研究に属する
ものであるという点である。中国の公的年金制度については、最近の日本にも紹介され、注目されつつあるが、
公的医療保険精度については、紹介の事例も少ない。近年、社会保障の国際比較が行われ、北欧型、西欧型、
米国型などの類型化のほかに、南欧型や東アジア型も注目されているが、本論文のような中国の医療保険制度
の正確な実態を分析する本格的な研究は、社会保障の類型化の研究の進捗に役立つものと考えられる。 
 第２に、本論文は、単なる最近の制度紹介ではなく、中国の公的医療保険制度を経済体制の変化のなかで、
その政策意図や役割の変化を対応させ、それに基づいて制度の変遷を後追い、その特質や特徴を明確にする分
析手法をとる研究成果であると評価できる。 
 第３に、中国の基本医療保険制度を、統一された全国的な国家保険ではなく、基本的には地域保険として捉
え、地域間の比較を行っていることも評価できる点である。中国では、一般に統計的なデータが入手困難であ
るが、２市ながら上海市と青島市を取り上げ、医療費と所得水準に関するデータを得て、地域格差の内実を明
らかにしたことは先駆的な研究であるといえる。 
 第４に、公的医療保険の実態を多面的に把握しようと努め、産業間格差、地域格差、高齢者医療問題、医療
供給体制、衛生対策などの切り口で分析し、現状および問題点を詳細に明らかにしたことも新たな研究成果で
あると評価できる。 
 以上のようにみると、本論文は改革のための具体的な政策提言に至ってはいないが、それは今後に残された
課題としても、本論文の研究成果を損なうものではない。 
 よって、本論文は、研究課題の先駆性、論文の構成、分析対象の多様性および分析結果の妥当性などの面か
ら判断して独創性を有し、博士（学術）の学位を授与されるに値するものと認められる。 
